
Ⅶ．私たちの八丈島の歴史・伝統・文化等の
系統的な学びの全体計画
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令和2年12月25日

都立八丈高校「八丈やろごんプロジェクト」　

環境 歴史 文化 生活

環境、自然、地理、生物 歴史 文化、伝統 生活、暮らし、産業

山、海、気候、地理、エネルギー、地熱、動物、植物 歴史、人物、出来事 黄八丈、くさや、八丈方言、玉石垣、八丈太鼓 生活、暮らし、農業、漁業、観光業、生活産業、伝統産業

小学校1学年

自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して，自
分の成長を支えてくれた人々について考えている。

　・八丈方言を楽しむことで、島言葉に親しみや愛
着を持てるようにする。
　・サツマイモの栽培

　・学校の施設や学校生活を支えている人々、通学
路やその安全を守ってくれている人々を意識して，
関わる。
　・八丈島の野菜の栽培
　・八丈島の昔あそび

小学校2学年

　・市の移り変わりについて，交通，土地利用、人
口，生活様式など着目して，地域の人に聞き取り調
査する。地図をで調べたり，年表にまとめること
で、時間の経過に伴い，移り変わってきたことを理
解させる。
　・カイコを卵から育て,命あるものを大切にし、
八丈島の伝統文化である黄八丈について調べ、発表
する。
　・八丈方言を楽しむことで、島言葉に親しみや愛
着を持てるようにする。
　・サツマイモの栽培

　・地域と関わる活動や，公共物や公共施設などを
利用して，自分たちはさまざまな人や場所と関わっ
ていること，身の回りにはみんなで使うものがある
こと，それらを支えている人々がいることを知り、
公共物を大切にする心を育てる。
　・八丈島の野菜の栽培
　・八丈島の昔あそび
　・自分が住んでいる大賀郷地域の良いところを探
し,まとめ,発表する。

小学校3学年

　・八丈島の生き物を比較し観察を通して，姿の違
いについての理解や観察に関する技能を身に付け
る。八丈島のな生き物を追究する中で、差異や共通
点を見いだして表現する。
　・身近な昆虫を探し、育て，昆虫のいる場所に着
目し，調べる活動を通して，昆虫の体のつくりや周
辺の環境との関わりについてしり、観察に関する技
能を身に付ける。

【総合】さつまいもを栽培しよう（サツマイモの歴
史）

　・八丈方言について学んだりゲームをしたりし
て、八丈方言と触れ合う。
　・八丈島の伝統芸能に触れる。
　・学芸会に向けて、八丈太鼓に取り組み発表す
る。
　・目指せカイコ博士

　・学校のまわりの地形や土地利用，交通の広が
り，主な公共施設の場所と働き，古くから残る建造
物の分布などを調査し白地図などにまとめる。
　・地域に見られる農家の仕事について調査して白
地図などにまとめることで農家の仕事について理解
させる。
　・地域に見られる販売の仕事について，調べ，白
地図などにまとめることで販売の仕事を理解させ
る。

八丈島の野菜の栽培

小学校4学年

　・八丈島の春の植物の成長や動物の活動と季節を
関連づけて調べ観察に関する技能を身に付ける。既
習の内容や生活経験を基に根拠のある予測や仮説を
立てて表現する。
　・天気による気温の変化の違いについての理解や
観測に関する技能を身に付ける。既習の内容や生活
経験を基に根拠のある予測や仮説を発想して表現す
る。

　・過去に発生した八丈島の自然災害について、聞
き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べた
りしてまとめる。八丈島の関係機関の人々は，自然
災害に対し，様々な対処してきたことや，今後想定
される災害に対し，備えをしていることを理解さ
せ、自分たちにできることを考えさせる。

　・八丈方言について学んだりゲームをしたりし
て、八丈方言と触れ合う。八丈島の五地域の方言の
違いを知る。
　・サツマイモを栽培しよう
　・目指せカイコ博士
　・八丈島の伝統や文化を知ろう（方言・太鼓）

　・飲料水を供給する事業について調べ、その役割
を考え，安全で安定的な水の供給や，地域の人々に
役立っていることを理解させる。
　・働く人に取材して仕事の概要などを写真と文章
で伝える「仕事リーフレット」を作る。
　・八丈島の野菜の栽培
　・八丈島のバリアフリーを考える。

小学校5学年

　・台風の進み方や天気に着目して，それらを継続
的に調べる活動を通して，台風の進路や台風が近づ
いたときの天気に関する調べ学習の技法を身に付け
る。

　・郷土料理に興味をもち、調べたり作ったりす
る。
　・動きを表す言葉や、語尾に注目し、八丈方言の
言葉について詳しく調べ、方言の特徴を掴んだり、
語彙を増やしたりする。
　・サツマイモの栽培

 　・ 稲作について知り、栽培を通して食糧自給に
ついて考える。
　・八丈島の野菜の栽培
　・島の仕事を調べる。

小学校6学年

　・地層のつくりや成因，地盤の変化についての理
解や観察・実験などに関する技能を身に付ける。
　・地震や火山活動が人々の生活に与える影響や、
災害から身を守る対策についての理解を身に付け
る。
【総合】島の観光大使になろう

八丈島の戦跡を巡り、戦禍の八丈島について理解を
深める。

　・八丈方言の貴重さを知り、大切さ（価値）に気
付く。
　・八丈カルタ大会を通して、イントネーションに
気を付けながら「八丈方言」を声に出す。
　・八丈ショメ節を全学年に教える。
　・サツマイモの栽培

　・八丈島の野菜の栽培

　　系統的な八丈島の学び全体計画

中学年

理科・社会
（地域の学
習）・総合的
な学習の時間

高学年

理科・社会
（全国の学
習・地理・歴
史）・総合的
な学習の時間

大分類

中分類

小分類

低学年

生活科

　・花を咲かせる植物について知る。
　・植物の栽培の経験を基に,生命の不思議さを感
じながら種の中を想像する。
　・自然を諸感覚を使って観察したり,自然物を
使って遊んだりすることを通して,季節の特徴や違
いを見付け,それらを使って遊ぶ方法を考えたり,遊
びを楽しく工夫したりすることができ,自然や生活
の様子の変化や,自然の面白さや不思議さなどにつ
いて気付き,生活上必要な技能や習慣を身に付け,季
節を取り入れて遊びや生活を楽しく創り出すことが
できるようにする。

１
．
系
統
的
な
八
丈
島
の
地
域
学
習
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環境 歴史 文化 生活

環境、自然、地理、生物 歴史 文化、伝統 生活、暮らし、産業

山、海、気候、地理、エネルギー、地熱、動物、植物 歴史、人物、出来事 黄八丈、くさや、八丈方言、玉石垣、八丈太鼓 生活、暮らし、農業、漁業、観光業、生活産業、伝統産業

　　系統的な八丈島の学び全体計画

大分類

中分類

小分類

中学校1学年

『八丈島再発見』・・・地形・環境等を調べる活動を通し、
八丈島地域の特徴を再確認する。（総合）
『八丈島の植物・動物』・・・八丈島及び伊豆諸島南部の特
徴的な動植物について学習し、採集するなどしてレポートを
作成する。（理科）
『サツマイモの栽培』・・・八丈島の飢餓を救ったサツマイ
モ、島の風土に適したサツマイモを実際に栽培する。
『火山・地震とプレート』・・・八丈富士、三原山、八丈小
島の火山及び火成岩について学習し、島の成り立ちについて
考察する。（理科）

『防災教育』・・・昭和50年台風13号による八丈島の災害被
害状況を学び、災害に対する危険や備えについて考察する。
(学活）
『地域に関わりのある人物』・・・宇喜多秀家や、島に貢献
した流人について調べる。（社会）
『地域の遺跡や文化財』・・・町や都に指定されている重要
文化財について調べ、発表することができる。（社会）
『地域の行事や風習』・・・お祭りや伝統文化がいつ頃どの
ような由来で始まったかを調べる。（社会）

『八丈方言カリキュラム』・・・消滅危機言語である八丈方
言を継承・保存することをねらいとする。島言葉を使って相
手に表現することができる。(総合）
『郷土料理教室』・・・郷土の食材を使った料理の作り方を
学ぶ。魚の捌き方を経験し、ムロ汁等をつくる。（家庭科）
『八丈太鼓』・・・国際的にも有名な伝統芸能である八丈太
鼓の技術を習得する。（総合）
八丈島の産業・・・くさや、乳業等
黄八丈の着付け

『職場訪問』・・・八丈島を支える様々な産業である農業、
生産業、観光業に従事している方の職業講話
『サツマイモの栽培』・・・サツマイモを栽培し、焼酎製造
について学ぶ。
『生鮮食品と加工食品』・・・八丈島の生鮮食品と加工食品
について考察。（家庭）
『観光産業』島の特産品から発想した商品のラベルやキャラ
クターデザインを行う。。
『衣生活』・・・黄八丈きものの普及した良い点、ＴＰＯに
ついて学ぶ。（家庭）
『建築材料』・・・玉石垣の材料や積み方について、城の石
垣と比較することができる。（技術）

中学校2学年

『八丈島の天気」・・・天気図から八丈島の天気を予報させ
る。(理科)
『地形』・・・地形図を使って八丈島の成り立ちや特徴を調
べる。（社会）

『防災教育』・・・昭和50年の台風13号による八丈島の災害
被害状況を学び、災害に対する危険や備えについて考える。
（学活）地形から防災について調べる。（社会）
『産業の歴史』・・・八丈島の産業の歴史について調べる。
養蚕業から黄八丈について学習し、まとめて発表できる。
『地域に関わりのある人物』・・・宇喜多秀家をはじめ島に
貢献した流人について調べて発表する。（社会）
『地域の遺跡や文化財』・・・町や都に指定されている重要
文化財について調べる。（社会）
『地域の行事や風習』・・・お祭りや伝統文化がいつ頃どの
ような由来で始まったかを調べる。（社会）

『八丈島の伝統文化とは』（社会）
『八丈方言カリキュラム』・・・①島言葉を使って、創作
し、表現することができる。（総合）　②八丈方言を使って
ショメ節の歌詞作り」を行う
『郷土料理教室』・・・郷土の食材を使った料理の作り方を
学ぶ。トビウオを捌き、島ずし等をつくる。（家庭科）
『八丈太鼓』・・・国際的にも有名な伝統芸能である八丈太
鼓の技術を習得する。（総合）
黄八丈の織元へ体験学習を行う。

『職場体験』・・・八丈島の事業所で３日間職業体験を実
施、八丈島の産業についてや働くことについて考察。事後学
習として職業体験新聞を作成
『地域の産業』・・・八丈島の産業について調べる。また農
業や酪農の衰退した理由を考察。
『お魚教室』漁協女性部の方を講師とし、魚の調理を学ぶ
『住生活』・・・住まいの特徴とと八丈島の気候風土との関
わりを学び、災害への対策について考えることができる。
（家庭）

中学校3学年

『自然環境の保全』・・・八丈島の豊かな自然環境を維持す
るための方法を考え、発表することができる。(理科)
『地熱発電』・・・八丈島にある地熱発電について学び、エ
ネルギー問題について考えることができる。(理科)

『防災教育』・・・昭和50年の台風13号による八丈島の災害
被害状況を学び、災害に対する危険や備えについて考えるこ
とができる。（学活）
『地域の遺跡や文化財』・・・町や都に指定されている重要
文化財について調べる。（社会）
『地域の行事や風習』・・・お祭りや伝統文化がいつ頃どの
ような由来で始まったかを調べる。（社会）
『戦争と八丈島』・・・太平洋戦争中の八丈島、回天や東光
丸の沈没、特攻隊について学習するとともに地域の高齢者や
有識者から話を聞く。（総合）

『八丈方言カリキュラム』・・・3年間の総まとめとして、
島言葉の保存・継承の取組を考え、実践する。（総合）
『郷土料理教室』・・・郷土の食材を使った料理の作り方を
学ぶ。蒸す方法を学び、ムロ節ご飯等をつくる。（家庭科）
『八丈太鼓』・・・国際的にも有名な伝統芸能である八丈太
鼓の技術を習得する。（総合）

『八丈島の未来を考える』・・・八丈島の持続可能な社会の
実現に向けて、新しい産業・商品開発を考える。（総合）
『福祉学習』福祉施設の方たちとの交流授業を通して障害の
ある方への理解を深める。

高校1学年 【知る】

 島の自然について、これまで習ったことや調べたことを元
に、地理や水陸両面からその独自性や価値を知ることができ
る。 島の自然の独自性や価値について、得た知識を元に、
フェノロジーカレンダーやパワーポイントを用いて島内や島
外の方に説明することができる。
『八丈学Ⅰ（１単位）』
『島外学習』
『生活産業基礎（併合科）』
『遠足・三原山』

 島の歴史について、これまで習ったことや調べたことを元
に、考古学から現代社会まで、八丈島の歴史全体の流れがわ
かる。他の地域にはない歴史の価値がわかる。 八丈島の歴
史について得た知識を元に、フェノロジーカレンダーやパ
ワーポイントを用いて島内や島外の方に説明することができ
る。
『八丈学Ⅰ（１単位）』
『島外学習』
『八高短歌（国語科）』

 島の文化について、これまで習ったことや調べたことを元
に、文化の成り立ちや、独自性や価値を知ることができる。
島の文化の独自性や価値など、学んだことを元にフェノロ
ジーカレンダーやパワーポイントなどを用いて島外や島内の
方に説明することができる。
『八丈学Ⅰ（１単位）』
『島外学習』
『芸術発表会』

 島の生活や産業について、これまで習ったことや身近な大
人から得た知識、調べたことを基に、独自性や在り方、価値
について知ることができる。 島の生活や産業について得た
知識や良さを、フェノロジーカレンダーやパワーポイントを
用いて島外や島外の方に説明することができる。
『八丈学Ⅰ（１単位）』
『島外学習』

高校2学年 【気付く】

 島の自然について、絶滅危惧種をはじめとした諸課題に気
づき、解決のために調査研究を深めることができる。調べた
ことを基に自分なりに解決策を考え、表現して他者に伝える
ことができる。さらに、他者の意見を取り入れて解決策を改
善していくことができる。『全島民会議』を通して島の課題
について、島民を中心とした参加者と共に考え、より実践的
で具体的な解決策を協働して考えることができる。
『八丈学Ⅱ（１単位）』
『全島民会議』
『遠足・富士登山』

 島の歴史について、未調査の事柄や歴史資料の保存の問題
などの課題に気づき、解決のために調査研究を深めることが
できる。調べたことを基に自分なりに解決策を考え、表現し
て他者に伝えることができる。さらに、他者の意見を取り入
れて解決策を改善していくことができる。『全島民会議』を
通じて島の課題について、島民を中心とした参加者と共に考
え、より実践的で具体的な解決策を協働して考えることがで
きる。
『八丈学Ⅱ（１単位）』
『全島民会議』
『八高短歌』（国語科）

 島の文化について、文化発展のための課題に気づき、文化
を発展させ広めるための調査研究を深めることができる。調
べたことを基に自分なりに解決策を考え、表現して他者に伝
えることができる。さらに、他者の意見を取り入れて解決策
を改善していくことができる。『全島民会議』を通じて島の
課題について、島民を中心とした参加者と共に考え、より実
践的で具体的な解決策を協働して考えることができる。
『八丈学Ⅱ（１単位）』
『全島民会議』
『子どもの発達と保育』（選択科目）
『芸術発表会』

 島の生活や産業について、今後の発展や文化の保全等の課
題に気づき、島を発展させるための調査研究を深めることが
できる。調べたことを基に自分なりに解決策を考え、表現し
て他者に伝えることができる。さらに、他者の意見を取り入
れて解決策を改善していくことができる。『全島民会議』を
通じて島の課題について、島民を中心とした参加者と共に考
え、より実践的で具体的な解決策を協働して考えることがで
きる。
『八丈学Ⅱ（１単位）』
『全島民会議』

高校3学年  【実践する】

 島の自然の問題について、解決策を元にして実践を行うこ
とができる。その際に地域の方と協働して常に調査研究実践
を繰り返し行うことができる。実践を通して地域貢献意識や
地域発展のための具体的な力を身につけ、将来島とどのよう
に自分が関わっていくのかを考えることができる。
『八丈学Ⅲ（１単位）』

 島の歴史の問題について、解決策を元にして実践を行うこ
とができる。その際に地域の方と協働して常に調査研究実践
を繰り返し行うことができる。実践を通して地域貢献意識や
地域発展のための具体的な力を身につけ、将来島とどのよう
に自分が関わっていくのかを考えることができる。
『八丈学Ⅲ（１単位）』
『八高短歌』（国語科）

 島の文化の問題について、解決策を元にして実践を行うこ
とができる。その際に地域の方と協働して常に調査研究実践
を繰り返し行うことができる。実践を通して地域貢献意識や
地域発展のための具体的な力を身につけ、将来島とどのよう
に自分が関わっていくのかを考えることができる。
『八丈学Ⅲ（１単位）』
『芸術発表会』

 島の産業の問題について、解決策を元にして実践を行うこ
とができる。その際に地域の方と協働して常に調査研究実践
を繰り返し行うことができる。実践を通して地域貢献意識や
地域発展のための具体的な力を身につけ、将来島とどのよう
に自分が関わっていくのかを考えることができる。
『八丈学Ⅲ（１単位）』
『熱帯園芸』（選択授業）･･･他

10年後の姿 ①専門性を身に付け島に戻り、地域の振興に関わることができる。

②島外から、島の良さを発信する者となる。
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２０２１年 2学期１学年普通科「教科横断的な学習」シート
国語総合 地理Ａ 数学Ⅰ 科学と⼈間⽣活 保健体育 芸術（⾳） 芸術（美） 芸術（書） ＣＯＭⅠ 社会と情報 家庭基礎 ⼋丈学Ⅰ

【現代文】芥川龍之介『羅生門』など
で
・各場面での登場人物の言動と心情を
読み取ることができる。

〇身近にある地域の課題～
地域研究中間報告
〇世界の諸地域「アジア州
（中国)」

２次関数の値の変化

４編 宇宙や地球の科学
1章 身近な天体と太陽系における地
球
②太陽系の構造(P152～P157)

飲酒と健康
薬物乱用と健康
現代の感染症

○表現
・文化祭に向けて

・デザイン
「八高祭STAFF証コンテス
ト」

〇漢字かな交じりの書【硬
筆】
〇漢字の書（行書）

Lesson5 Finding My
Future
動名詞

①個人でとれる情報セキュリティの対
策について学ぶ。
②組織でコンピュータを使用する際の
取り決めを学ぶ。

●消費者市民として生きる １学期の総括
『夏期課題の確認』
『文化祭発表の準備をする』

・比喩表現などから状況や心情
をとらえることができる。

地域調査の中間報告会を行い，
クラスで共有するとともに，今
後の調査の方向性について検討
できるようにする。

・２次関数の最大・最小 ②太陽系の構造(P152～P157)
・太陽の構造

・飲酒は生活習慣病の要因になることを理解す
る。また、薬物乱用は、心身の健康や社会に深
刻な影響を与えることから行ってはならないこ
と。それらの対策には、個人や社会環境への対
策が必要であることを理解する。

・文化祭での発表に向けて
主体的な取り組みができ
る。

・ロゴの要素を理解し、デザイン
を行うことができる。
・テーマに沿って視認性の高い構
成にすることができる。

・漢字かな交じりの書について、漢字とかなの
特徴を捉えながら、字形を整えたり、文字と文
字のバランスを考えたりしながら、自己の表現
力を養う。
・行書体の古典作品を臨書を練習し、各古典作
品ごとの特徴を理解させ、書き分ける技術を身
につけさせる。

〇暗号化
③情報セキュリティを高めるためにと
られている、さまざまな技術的対策に
ついて理解する。
④暗号化の仕組みや利用について理解
する。

●家計の構造や経済と社会との関わ
り、家計管理について
理解し、ライフステージや社会保障
制度と関連付けて経済
管理や計画立案ができるようにす
る。

○１学期に学んだことを発表す
る。
　他学年やコンソーシアム、運営
指導員会の方を招いて交流や評価
を行う。

【古文】
【万葉集・古今和歌集・新古今和歌集】
・教科書に取り上げられている、比較的短く平
易な文章の場面や人物を押さえ、誰が、どうし
たという流れを読み取ることができる。

中国についての地域性をつかま
せるとともに，中国に顕著な地
球的課題を発見し，課題解決の
ためにどうすればよいかを検討
する。

・対称軸（直線 ）や頂点 に着目し
て２次関数のグラフの特徴を捉える
ことができ、２次関数の式を変形
し、２次関数のグラフをかくことが
できる。

・既習曲の完成度を高める
ことができる。

・彫刻
「石彫のペーパーウェイト」

・八高祭での展示、他の作品の鑑賞を通じて、
自己の表現力を養う。
・作品が書かれた時代背景を理解させる
・八高祭に向けて、楷書又は行書の臨書作品制
作をすることで、技能と意欲を高めさせる。

【問題解決】
〇分析のための工夫
〇関数の系統について
〇表とグラフの活用

●成人年齢引き下げにともにあ、消
費者の権利と責任を自
覚して行動できるよう消費生活の現
状と課題、消費行動に
おける適切な意思決定等について理
解できるようにする。

○夏期課題の内容を確認して、授
業で調べてきたことを共有する。

・古語辞典や漢和辞典を引くことができ、基本
的な古語や漢語の意味を知る。

・２次関数のグラフから頂点又は軸
を境として、関数の値の増減が変化
することを理解し、２次関数の最大
や最小を考察でき、具体的な事象に
活用できる。（閉区間を含む。）

②太陽系の構造(P152～P157)
・太陽系惑星について

・石から生き生きとした形を彫り出すことの楽
しさを味わうことが出来る。
・立体的に捉え、どの視点から見ても面白いデ
ザインを考えることが出来る。
・彫刻刀を使い分けながら、360度の視点を
持って彫り出すことが出来る。きを描くことが
できる。

⑤表計算ソフトを利用したデータ入力
ができる。
⑥表計算ソフトでセルを利用した四則
演算ができる。

●生活と環境との関わりや持続可能
な消費について、SDG
ｓと関連付けながら理解し、持続可
能な社会へ参画できる
ようにする。

○夏期課題の自己評価を行い、課
題を完成させる。
○夏期課題をまとめて文化祭で発
表する準備を行う。
○発表のリハーサルを行う。

【現代文】芥川龍之介『羅生門』など
で
・各場面での登場人物の言動と心情を
読み取ることができる。

〇世界の諸地域「アジア州 ・２次方程式・２次不等式
２次方程式の解と２次関数のグラフと
の関係について理解するとともに、数
量の関係を２次不等式で表し２次関数
のグラフを利用してその解を求めるこ
と。

②太陽系の構造(P152～P157)
・太陽系惑星について

性感染症の予防
感染症・エイズとその予防
欲求と適応規制

○表現
・器楽

・彫刻
「石彫のペーパーウェイト」

〇漢字かな交じりの書【硬
筆】
〇漢字の書（草書）

Lesson6 A Funny
Picture from the Edo
Period
受動態

【情報安全】
〇法規による安全対策
〇知的財産権の概要と産業財産権

●着る 『八丈太鼓について知る』
フェノロジーカレンダー『フェノロ
ジーカレンダーについて知る』
動画作成の計画』

・比喩表現などから状況や心情
をとらえることができる。

朝鮮半島，東南アジアについての地域性をつか
ませるとともに，朝鮮半島，東南アジアに顕著
な地球的課題を発見し，課題解決のためにどう
すればよいかを検討する。

・２次関数のグラフと軸との位置関
係を、２次方程式の判別式を活用
し、共有点の個数を求めることがで
きる。

・地球型惑星、木星型惑星について ・感染症の発生や流行には、時代や
地域によって違いがみられること。
その予防には、個人的および社会的
な対策を行う必要があることを理解
する。

・ギターもしくは鍵盤楽器
を選択し、簡易な楽曲の弾
き歌いができる。

・ロゴの要素を理解し、デザインを
行うことが出来る。
・テーマに沿って視認性の高い構成
にすることが出来る。

・漢字かな交じりの書について、漢字と
かなの特徴を捉えながら、字形を整えた
り、文字と文字のバランスを考えたりし
ながら、自己の表現力を養う。

①RSA暗号の仕組みについて理解す
る。
②インターネット犯罪を防ぐための
法規について理解する。

●ライフステージや目的に応じた被
服の機能と着装、被服
の機能性や快適性について考察し、
安全で健康や環境に配
慮した被服の管理や目的に応じた衣
生活を営めるようにす
る。

○八丈島の伝統文化の八丈太鼓につい
て、「よされ会」の方を招いてその在
り方を知る。

【古文】
【伊勢物語】
・物語・随筆・日記・和歌などを区別すること
できる。

・２次関数のグラフと軸との位置関
係により、２次不等式の解の意味を
理解し、２次関数のグラフを活用し
て、軸との共有点が２個である場合
の２次不等式について解くことがで
きる。

３編 光や熱の科学
１章 光の性質とその利用
① 目に見える光の世界(P106～
P111)
・波の性質

・人間の欲求と適応規制には様々な
種類があることを理解する。、自己
に適した技を高めて演技することが
できる。

・コードの仕組みを理解
し、簡易なアレンジができ
る。

・デザイン
「平面構成」

・草書体の古典作品を臨書を練習
し、各古典作品ごとの特徴を理解
させ、書き分ける技術を身につけ
させる。

③知的財産権の全体をながめるとと
もに、その中の一つである産業財産
権について理解する。
④表計算ソフトで適切な関数が利用
できる。

●被服製作実習を中心に、被服材
料、被服構成及び被服衛
生について理解し、被服の計画・修
繕等被服管理の基本的
な技能を身に付けられるようにす
る。

○動画・フェノロジーカレンダーとは
どのようなものかを知る
　他の地域のフェノロジーカレンダー
を見ながら作成の見通しを立てる。

・古語辞典や漢和辞典を引くことができ、基本
的な古語や漢語の意味を知る。

① 目に見える光の世界(P106～
P111)
・光の性質と利用について

・２つの対比するイメージについ
て考え、例を挙げることが出来
る。
・構図効果や形態の性質を学び表
現することが出来る。

・作品が書かれた時代背景
を理解させる

【問題解決】
〇分析のための工夫
〇関数の系統について
〇表とグラフの活用
⑤表計算ソフトを利用し、表のレイ
アウトを自由に作成できる。

○どのような動画・フェノロジーカレ
ンダーを創るのか検討をする。

【現代文】
「サーカス」
「私が一番きれいだったとき」

世界の諸地域「アジア州
（南アジア，イスラム教
圏）」

三角比
鋭角の三角比
鋭角の三角比の意味と相互
関係について理解するこ
と。

② 光の進み方とその基本的性質
(P112～P117)
・回折、屈折、偏光について

心身の相関とストレス
ストレスへの対処

○表現
・他分野とのかかわり

・デザイン
「平面構成」

〇漢字かな交じりの書【硬
筆】
〇かなの書

Lesson7 Living on Ice
現在完了

【情報安全】
〇著作権
〇著作物の利用
①著作権について理解する。
②著作物を利用するさいの手続き
や、基礎的な知識について理解す
る。

●着る 動画『作成①』
フェノロジーカレンダー
『作成②』

課題を解決したり考えを深めたりする
ために、相手の立場や考えを尊重し、
表現の仕方や進行の仕方などを工夫し
て話し合うこと。

南アジア，イスラム教圏についての地域性をつ
かませるとともに，南アジア，イスラム教圏に
顕著な地球的課題を発見し，課題解決のために
どうすればよいかを検討する。

・鋭角の三角比の定義を理
解し、三角比を活用して、
身近なものの長さ（高さ、
距離等）や角度を求めるこ
とができる。

② 光の進み方とその基本的性質
(P112～P117)
・干渉について

・精神と身体には、密接な関連があ
ること。また、精神の健康を保持増
進するには、欲求やストレスに対処
することを理解する。

・国語の授業で取り組んだ詩の合唱
曲を演奏する中で、芸術やそれを取
り巻く文化などについて自身の考え
を持つことができる。

・アクリルガッシュの特性や扱い方を理
解してムラなく表現できる。
・各種筆の使い方を理解して表現でき
る。
・ベタ塗りの方法について理解し、実践
できる。

・漢字かな交じりの書について、漢字と
かなの特徴を捉えながら、字形を整えた
り、文字と文字のバランスを考えたりし
ながら、自己の表現力を養う。

【ディジタル化】
〇ディジタル情報の特徴
〇静止画像の扱い
③アナログとディジタルの違いを理
解するとともに、二進法による表現
や単位について理解する。
④静止画像の表現の仕組みと画像処
理 方法に て理解する

●ライフステージや目的に応じた被
服の機能と着装、被服
の機能性や快適性について考察し、
安全で健康や環境に配
慮した被服の管理や目的に応じた衣
生活を営めるようにす
る。

○動画・フェノロジーカ
レンダーの材料を集め
る。
　集めた情報を集約しな
がらカレンダーの作成を
始める

【漢文】
・中国の文字や書物の影響のうち基本的なもの
（故事成語など）を知る。

・三角比の相互関係を理解
し、一つの三角比の値から
残りの三角比の値を求める
ことができる。

➂見えない光とその応用(P118～
P126)
・電磁波の性質について

・音楽以外の他芸術作品を鑑賞し、
創造的な思考力を育むことができ
る。

・細部まで丁寧に表現することが出来
る。
・はみ出しやムラの部分についてきれい
に見えるまで修正することができる。
・自分の作品について振り返り、シート
にまとめることが出来る。

・仮名の古筆の臨書の学習を通じ
て、仮名の筆遣いの理解を深めさ
せる。

【問題解決】
〇分析のための工夫
〇関数の系統について
〇表とグラフの活用

●被服製作実習を中心に、被服材
料、被服構成及び被服衛
生について理解し、被服の計画・修
繕等被服管理の基本的
な技能を身に付けられるようにす
る。

○動画・フェノロジーカレン
ダーを作り込む。
　絵や図を入れながら作成を進
める。

・古語辞典や漢和辞典を引くことがで
き、基本的な古語や漢語の意味を知
る。

➂見えない光とその応用(P118～
P126)
・電磁波の利用について

・他の人の作品について、優れた表現や
テーマを見つけ、深め合うことが出来
る。

・作品が書かれた時代背景を理解
させる

⑤データを活用し、グラフの作
成ができる。
⑥データの並べ替えが自在にで
きる。

【現代文】
「自由の制服」

〇世界の諸地域「ヨーロッパ」

・鈍角の三角比
鈍角の三角比の意味と相互関係
について理解すること。

心の健康と自己実現 ○表現
・他分野とのかかわり

〇かなの書
〇漢字かな交じりの書【毛
筆】

Lesson8 Building Trust
in Space
itの用法（形式主語、形
式目的語）

【ディジタル化】
〇数値や文字の表し方
〇音のディジタル化

●住まう 動画・フェノロジーカレ
ンダー『説明の準備』

・「私」の行動・心理を把握する。
・Ｋの自殺の理由について考察する。
・特徴的な表現を押さえる。

ヨーロッパについての地域性をつかま
せるとともに，ヨーロッパに顕著な地
球的課題を発見し，課題解決のために
どうすればよいかを検討する。

・三角比の相互関係を理解し、
一つの三角比の値から残りの三
角比の値を求めることができ
る。

・ESD講義
南極地域の自然について

・精神の健康を保持増進するには欲
求やストレスに対処するとともに、
自己実現を図るよう努力していくこ
とが重要であることを理解する。

・国語の授業で取り組んだ詩の合唱
曲を演奏する中で、芸術やそれを取
り巻く文化などについて自身の考え
を持つことができる。

・仮名の古筆の臨書の学習を通じ
て、仮名の筆遣いの理解を深めさ
せる。

①記数法について詳しく理解す
る。
②アナログの音をディジタル化
する仕組みについて理解する。

●安全で健康や環境に配
慮した住居の管理や目的に応じた住
生活を営めるようにす
る。

○動画紹介するための準備
を行う。

【漢文】
・訓点や基本的な再読文字（未、将など）

・ESD講義
八丈島の自然について

・音楽以外の他芸術作品を鑑賞し、
創造的な思考力を育むことができ
る。

・漢字かな交じりの書について、毛筆で漢字と
かなの特徴を捉えながら、字形を整えたり、文
字と文字のバランスを考えたりしながら、自己
の表現力を養う。

【問題解決】
〇分析のための工夫
〇関数の系統について
〇表とグラフの活用

●ホームプロジェクトと学校家庭ク
ラブ活動を通し、すなわち生活課題
を自分たちで見つけ、解決し、生活
を創造することのできる能力を身に
つけるようにする。

○動画・フェノロジーカレンダー
を紹介するための準備を行う。

・置き字（於、而など）・句法（不、使など）
について理解する。

・作品が書かれた時代背景を理解
させる

③膨大なデータの入力や、デー
タからグラフを作成したりまと
めたりすることができる。

9⽉

10⽉

11⽉

12⽉
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２０２１年 2学期 2学年普通科「教科横断的な学習」シート
現代⽂Ｂ ⽇本史Ａ 世界史Ａ 数学Ⅱ 数学基礎演習 ⽣物基礎 物理基礎 保健体育 芸術（⾳） 芸術（美） 芸術（書） ＣＯＭⅡ 情報基礎 ⼋丈学Ⅱ

短歌の鑑賞と創作
中島敦『八丈島は小さき島なる
よ』

近代国家の形成
フランス革命と自由主
義の動き

軌跡と領域 ・連立不等式 生物の体内環境の維持
1章　体内環境
・ＤＮＡの遺伝情報はＲＮ
Ａを経て、タンパク質とな
ることを知る。

3節　力学的エネルギーの
保存
探究課題

保健制度とその活用
医療制度とその活用

○表現
・文化祭に向けて

・デザイン
「八高祭STAFF証コンテス
ト」

〇漢字かな交じりの書
【硬筆】
〇篆刻

Lesson 5
Special Makeup in
Kabuki
【to不定詞を含む表
現】

P検対策 【課題１】八丈町の課題
について、解決策を考え
ることで探究の技能を身
に付ける。

『具体的授業例』
○中島敦の八丈島に来島した時の
短歌を鑑賞し、八高短歌作成に取
り入れる。

国際環境の変化の中で
の明治政府の外交方針
の変化、日清・日露戦
争への過程を理解させ
る。

19世紀の転換点、1848
年とナショナリズム

軌跡について理解し，簡単な場
合について軌跡を求めること。
また，簡単な場合について，不
等式の表す領域を求めたり領域
を不等式で表したりすること。

２次関数の最大と最小とそ
の利用 ・生命現象がタンパク質

の働きで行われているこ
とを知る。

力学的エネルギーの保存
について理解する。

・保健行政の役割とし
くみや保健サービスの
活用について理解す
る。

・文化祭での発表に向
けて主体的な取り組み
ができる。

・ロゴの要素を理解し、デザイ
ンを行うことができる。
・テーマに沿って視認性の高い
構成にすることができる。

・漢字かな交じりの書につい
て、漢字とかなの特徴を捉えな
がら、字形を整えたり、文字と
文字のバランスを考えたりしな
がら、自己の表現力を養う。

ア　コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度
　聞き取れない箇所などが
あっても、推測するなどし
て聞き続ける。

情報通信ネットワーク
小テスト
実技　表計算　模擬問
題

○中島敦の短歌について、調べて
発表をする。○中島敦が歌った短
歌から、当時の八丈島について考
えを深める。

日清・日露戦争期の国
内政治の動きを、政党
と藩閥の対立と協力の
視点から考察する。

環大西洋革命の意義 三角関数
２次関数のグラフ

・生命現象がタンパク質
の働きで行われているこ
とを知る。

・医療保険のしくみに
ついて理解する。

・既習曲の完成度を高
めることができる。

・油彩
「静物画」
・静物画の見方、捉え方の基礎
を理解し表現できる。

・篆書体の学習を活かし、篆刻について
関心をもたせる。篆刻の用具
・用材の準備や管理、取り扱い方を理解
させる。・八高祭に向けて、篆刻に加
え、五体のいずれかの作品制作をするこ
とで、技能と意欲を高めさせる。

イ　外国語表現の能力
　（この観点はなし）
ウ　外国語理解の能力
　語句や文法事項などの知
識を活用して内容を的確に
聞き取る。

情報モラルと情報セ
キュリティについて理
解する
ICTを活用とした問題解
決

アジア諸国の動揺　東
アジアの大変動

・角の拡張
角の概念を一般角まで
拡張する意義や弧度法
による角度の表し方に
ついて理解すること。

・分化した細胞でも、同じ
遺伝子をもっていることを
知る。

・油彩画の扱い方や絵の具の混
色と重色を学び、理解すること
ができる。
・構図や遠近法について学び、
下書きを描くことができる。

・八高祭での展示、他の作品の
鑑賞を通じて、自己の表現力を
養う。
・作品が書かれた時代背景を理
解させる

エ　言語や文化についての
知識・理解
　単語の発音、リズムやイ
ントネーションなどの音声
的な特徴を理解する。

情報モラルと情報セ
キュリティについて理
解する
ICT　模擬問題

小説
夏目漱石『こころ』

近代国家の形成

アヘン戦争やアロー戦
争などによる冊封体制
の崩壊

・三角関数とそのグラフ
三角関数とそのグラフの特徴に
ついて理解すること。

・図形と計量（三角比） 生物の体内環境の維持
2章　体内環境の調節

2節　運動の法則
2節　力と質量と加速度
の関、運動の3法則につ
いて理解する。

医薬品と健康
さまざまな保健活動や
対策

○表現
・器楽

・油彩
「静物画」
・効果的な構図を考えて、表現
することができる。

〇漢字かな交じりの書
【硬筆】
〇かなの書

Lesson 6
A Microcosm in the Sea
【動詞の目的語になるif
節】

P検対策 【課題２】個人研究をする。

・作者と作品について予備知識を
持つ。
・全体の構成を知る。
・作品の時代背景を知る。

国際環境の変化の中で
の明治政府の外交方針
の変化、日清・日露戦
争への過程を理解させ
る。

日清・日露戦争と東ア
ジア情勢の変化

三角関数の基本的な性質
三角関数について、相互関係な
どの基本的な性質を理解するこ
と。

・面積、体積 ・自律神経には交感神経と副
交感神経の二つがあること、
それらが拮抗的に働くことを
知る。

2節　力と質量と加速度の関、
運動の3法則について理解す
る。

・医薬品の役割や正し
い使い方について理解
する。

・１年生の時に選択し
た楽器に引き続き取り
組み、より高度な楽曲
の演奏ができる。

・モチーフの明暗の変化と立体
感を捉え、モノトーンで塗り分
けることができる。

・漢字かな交じりの書について、
漢字とかなの特徴を捉えながら、
字形を整えたり、文字と文字のバ
ランスを考えたりしながら、自己
の表現力を養う。

Lesson 6
A Microcosm in the Sea
【動詞の目的語になるif
節】

情報モラルと情報セキュリ
ティについて理解する
ICTを活用とした問題解決

○自分のこれまでの生き方や学習を
振り返る。

・「先生」の言動から不可解な点
を分析する。
・「先生」の境遇・心理を読み取
る。
・登場人物の心情を把握する。

国際関係の推移と近代産業の発展
明治初期から日清戦争にかけて、資本主
義国家の基礎ができた過程を理解させ、
戦争を通して資本主義国家が確立した過
程を考察させる。

日清・日露戦争後アジ
アが近代国家を形成し
ていく（辛亥革命な
ど）。

・一般角の正弦・余弦・正接を
求めることができる。
・三角関数の周期性やグラフを
理解できる。

・総合的な図形の演習 ・ホルモンが体内環境の調節
に働く物質であることを知
る。

3節　さまざまな運動とはたら
く力
1節　仕事、仕事の原理と仕事
率について理解する。
探究課題

・わが国や世界では、健康
課題に対応して様々な保健
活動や対策がおこなわれて
いることを理解する。

・互いのモチーフ同士の関係か
ら生じる空間描写について理解
し表現できる。

・仮名の古筆の臨書の学習
を通じて、仮名の筆遣いの
理解を深めさせる。

Lesson 7
Happiness through
Hula【知覚動詞】

プログラミング
○自分の興味関心や進路と向き合
い、研究テーマを設定する。

・作品全体の構成をさらに深く知
る
・場面の展開と登場人物の心理を
つかむ。
・登場人物の人間関係と境遇・性
格を把握する。

日清・日露戦争期の国内政
治の動きを、政党と藩閥の
対立と協力の視点から考察
する。

朝鮮半島と日本との関
わり

・正弦、余弦、正接のうち、一つの値か
ら相互関係の公式を活用して、残りの二
つの値を求めることができる。
・三角関数を含む方程式、不等式の解を
求めたり、三角関数の最大や最小につい
て考察できる。

・血糖濃度は一定の範囲に保たれて
いること、インスリンとグルカゴン
の主な働き、インスリンの分泌不足
により糖尿病が発症することを知
る。

3節　さまざまな運動とはたらく力
2節　重力による位置エネルギー、弾
性力による位置エネルギー、運動エ
ネルギーについて理解する。
探究課題

・モノクロでの明度差を参考に
しながら、上から着彩していく
ことができる。

・作品が書かれた時代
背景を理解させる

Lesson 7
Happiness through
Hula【知覚動詞】

VBA　基本操作 ○課題１の成果を受けて、個人的な
研究の課題を設定する。【気づく】

小説
夏目漱石『こころ』

国際関係の推移と近代
産業の発展

現在につながる社会の
形成

・三角関数の加法定理
三角関数の加法定理を理解
し、それを用いて２倍角の
公式を導くこと。

・個数の処理 生物の体内環境の維持3章　免疫
・免疫反応は細胞の働きによる
生体防御であることを知る。

3節　力学的エネルギーの保存
力学的エネルギーの保存につい
て理解する。
探究課題

大気汚染と健康
水質汚濁・土壌汚染と
健康

○表現
・他分野とのかかわり

・油彩
「静物画」
・質感の違いについて細部まで丁寧に観察
し、表現ができる。
・油絵の具の色の重なりによる効果を理解
し、表現することができる。

〇漢字かな交じりの書
【硬筆】
〇かなの書

Lesson 7
Happiness through Hula
【知覚動詞

プログラミング

・登場人物の行動とその心理をつ
かむ。
・「私」のＫに対する心理を理解
する。

資本主義社会の成立の中
で、文化の発展や公害問題
に触れ、近代化の意義を多
角的に理解させる。

社会の大衆化と政治や
文化の変容

・指数関数とグラフ
指数関数とそのグラフの特
徴を理解し、それらを事象
の考察に活用すること。

・確率 ・ワクチンの接種は免疫
を利用した予防法である
ことを知る。

3節　力学的エネルギー
の保存
力学的エネルギーの保存
について理解する。

・大気汚染はどのように
おこるか、健康影響や原
因物質について理解す
る。

・国語の授業で取り組んだ詩の
合唱曲を演奏する中で、芸術や
それを取り巻く文化などについ
て自身の考えを持つことができ
る。

・溶き油の比率を調整し、使い分けて仕上げ
ることができる。
・他の人の作品の表現の良さを感じ取り、深
め合うことが出来る。

・漢字かな交じりの書について、
漢字とかなの特徴を捉えながら、
字形を整えたり、文字と文字のバ
ランスを考えたりしながら、自己
の表現力を養う。

Lesson 7
Happiness through Hula
【知覚動詞

VBA　変数と四則演算 【課題２】個人研究をす
る。

・会話の展開から登場人物の性格
と心情を理解する。
・登場人物の心理の変化を捉え
る。

第一次世界大戦と日本
第一次世界大戦前後の世界情勢
を踏まえて、日本の中国進出、
シベリア出兵の経緯を考察させ
る。

第1次世界大戦がもたら
したもの

・指数関数とグラフ
指数関数とそのグラフの特
徴を理解し、それらを事象
の考察に活用すること。

・式と証明
・アレルギーやエイズは免疫
機能の異常で起こる疾患であ
ることを知る。

2編1章1節　熱と温度 ・水質汚濁や土壌汚染は
どのようにおこり、健康
影響や原因物質について
理解する。

・音楽以外の他芸術作品を鑑賞
し、創造的な思考力を育むこと
ができる。

工芸
「ペーパーナイフ」
・テーマを設定し、形状に沿ってデザイン案
を考えることができる。

・仮名の古筆の臨書の学習
を通じて、仮名の筆遣いの
理解を深めさせる。

Lesson 8
The Magic of the
Cotswolds
【関係副詞】

VBA　条件判断 ○設定した課題について、調べた
り、考えたりしながら調査を進め
る。【深める】

・「私」の心理の推移を押さえ
る。
・「私」の苦悩を理解する。

大正政変以降デモクラシー思想
の浸透により政党勢力が国民統
合の中心的役割を果たしていく
過程を理解させる。

帝国主義と世界分割 ・陸上には気候に応じて様々
な植生が存在していることを
知り、その植生が不変でない
ことを知る。

熱と温度、物質の三態、熱量
の保存について理解する。

・用途を考えて持ち手と刃の部分をそれぞれ
デザインすることができる。
・デザイン案に沿って下描きし、工具を適切
に用いて切削することが出来る。

・作品が書かれた時代背景
を理解させる

Lesson 8
The Magic of the
Cotswolds
【関係副詞】

《具体的な授業展開》
　・フィールドワークに行く
　・インタビューを行う
　・アンケートを行う
　・資料や先行論文を探す　等

小説
夏目漱石『こころ』

第一次世界大戦と日本
総力戦となった第一次
世界大戦　１

・対数
対数の意味とその基本
的な性質について理解
し、簡単な対数の計算
をすること。

・直線の方程式 第4編　生物の多様性と生態系
　1章　植生の多様性と分布

2節　熱の利用 健康被害の防止と環境
対策

○表現
・他分野とのかかわり

〇かなの書
〇漢字かな交じりの書
【毛筆】

Lesson 8
The Magic of the
Cotswolds
【関係副詞】

プログラミング

・「私」の行動・心理を把握す
る。
・Ｋの自殺の理由について考察す
る。
・特徴的な表現を押さえる。

大正政変以降デモクラシー思想の
浸透により政党勢力が国民統合の
中心的役割を果たしていく過程を
理解させる。 総力戦となった第一次

世界大戦　２

・対数の定義を理解
し、底の変換公式等を
用いて対数の値を求め
ることができる。

・直線の方程式を理解
し、直線をかくととも
に式で表すことができ
る。

・火山噴火後の裸地から
草原を経て森林に至る遷
移のモデル的過程を知
る。

熱と仕事、熱効率と不可
逆変化について理解す
る。

・環境汚染の防止 ・国語の授業で取り組んだ詩の
合唱曲を演奏する中で、芸術や
それを取り巻く文化などについ
て自身の考えを持つことができ
る。

・仮名の古筆の臨書の学習
を通じて、仮名の筆遣いの
理解を深めさせる。

VBA　繰り返し 【課題１】八丈町の課題に
ついて、解決策を考えるこ
とで探究の技能を身に付け
る。

・場面の展開と登場人物の心情を
把握する。
・その後の「私」の生き方を理解
する。
・死に向かう「私」の心理を把握
する。

国際協調体制の進展などの
国際環境の推移や大戦後の
日本への各方面への影響を
考察させる。

アジアの民族運動 ・対数の基本的な性質
を用いて、加法・減法
ができる。

・植生の変化に伴い、環
境も変化していくことを
知る。

・ESD講義
八丈島の環境について

・改善への対策につい
て理解する。

・音楽以外の他芸術作品を鑑賞
し、創造的な思考力を育むこと
ができる。

・漢字かな交じりの書について、毛筆で
漢字とかなの特徴を捉えながら、字形を
整えたり、文字と文字のバランスを考え
たりしながら、自己の表現力を養う。

○【課題１】で作成した解決策につ
いて発表する。
○島民会議で課題について島の大人
との話し合いを通して社会について
考える。【伝える】

・「私」が自殺する理由を把握す
る。
・作品の構造を再確認する。
・作品の主題を考える。

市民文化の特色を理解
させる。

・作品が書かれた時代背景
を理解させる

11⽉

12⽉

10⽉
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１．学校の概要

(1)学校名・校長名

学校名 東京都立八丈高等学校

校長名 佐藤　俊一

(2)所在地・電話番号・ＦＡＸ番号・URL

所在地 〒100-1401 東京都八丈島八丈町大賀郷3020

電　話 ０４９９６－２－１１８１

ＦＡＸ ０４９９６－２－３７３８

URL http://www.hachijo-h.metro.tokyo.jp/

(3)学　級　数

(4)職　員　数

（給食調理員・警備員は民間委託）（事務職員はローテーション勤務）

(5)生　徒　数

（ ）

全 校

28 23

定時制

課　程 科

全 校

課程 校医 歯科医 薬剤師 計

定　時　制 普　通　科 1

4

全　日　制

普　通　科

併　合　科

計

1年

2

1

3

栄養士 計課程 校長 副校長
主幹
教諭

主任
教諭

教諭
主幹
養護
教諭

実習
教諭

一般職非
常勤講師

実習
助手

嘱託員 講師 英語指
導助手

市民
講師

事務
職員

主事 司書

3 3

67
全日制

1
1 1 11 13 1 0 2 4 0 3 1 3

7
2

21 2 2 3
0

全日制
1 1 1 5

定時制

6 1

1　年 2　年 3　年 4　年 計

ｽｸｰﾙ
ｶｳﾝｾﾗｰ

2

全

日

制

普　通　科

24 19 19 62

17 20 21 58

41 39 40 120

11

1 8

家　政　科

1 0 0 1

3 2 12

園　芸　科

3 1 0 4

2 1 1 4

5 2

計

28 20 19 67

21 23 29 73

49 43 48

定　時　制
普　通　科

0 3 3 6 12

3 5 7 7 22

計

女

男

3 2 4 1 10

140

52 48 55 7 162

計

女

男

令和4年5月1日 現在

22 6 79

24 25 33 1 83

3年 4年 計

2 2 6

1 1 3

2年

9

1 1 1 4

4 4 1 13

計

女

男

計

女

男

計

女

男

計

女

男

2 2 7

7
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【東京都立八丈高等学校】 普通科（令和２年度入学生）

学　　年 ※科目ご

各教科 類　　型 との履修

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 単位総数

4 5(2) 2(1)e 3(1)f 5～10

3 3(1)g 3(1)l 0～6

4 2(2) 2(2) 4

2 2(1)e 2(1)ｊ 0～4

4 3(1)g 0～3

2 3(2) 3

4 5(1)kl 0～5

2 3(2) 3

4 5(1)kl 0～5

2 2(2) 2(1)c 2～4

2 3(2) 3

2 2(1)k 0～2

3 3(3) 3(1)g2(1)h2(1)j 3～10

4 4(3)M 0～4

5 6(1)fg 0～6

2 2(3) 2

2 2(1)c 0～2

2 2(2) 2

2 2(2)o 2

4 5(1)kl 0～5

2 2(1)e 0～2

4 4(1)ij 0～4

2 2(2)o 2

4 5(1)kl 0～5

1 2(1)h 0～2

7～8 3(3) 2(3) 2(3) 3(1)l 7～11

2 1(2) 1(2) 2

2 2(2)a 0～2

2 2(2)b 0～2

2 3(1)f 3(1)l 0～6

2 2(2)a 0～2

2 2(2)b 0～2

2 3(1)f 3(1)l 0～6

2 2(2)a 3(1)g 0～5

2 2(2)b 0～2

2 3(1)f 0～3

3 4(3) 4

4 3(3) 3

4 3(4) 3

2 2(2)d 2(2)h2(2)i 0～6

2 2(1)c 0～2

家庭 2 2(2) 2

情報 2 2(2) 2

公民 2 2(1)h 0～2

保健体育 3 3(1)g 0～3

数学 4 4(3)M 0～4

情報 2 2(1)d 0～2

67～84

2 2(3)d 2(3)j 0～4

2 2(1)e 0～2

2 2(1)h 0～2

2 2(2)c 2(1)i 0～2

2 2(2)e 0～2

2 2(1)i 0～2

2 2(1)k 0～2

2 2(1)d 0～2

農業 2 2(1)i 0～2

2 2(1)c 2(1)i 0～4

2 2(1)j 0～2

2 2(1)k 0～2

八丈学 1 1(2) 1

1～14

4

3

88～91

１学年 ２学年 ３学年標準
単位
数

0～6 0～8

国

語

国 語 総 合

国 語 表 現

現 代 文 Ｂ

古 典 Ａ

古 典 Ｂ

公
民

現 代 社 会

倫 理

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

科 学 と 人 間 生 活

化 学 基 礎

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅲ

書 道 Ⅰ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

化 学

生 物 基 礎

生 物

数

学

理 科 課 題 研 究

理

科

物 理

保 健

芸

術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

物 理 基 礎

美 術 Ⅰ

各教科・科目，特別活動及び総合的な学習の時間の週当たりの授業時数配当表

外
国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 会 話

保健
体育

体 育

美 術 Ⅱ

家 庭 基 礎

社 会 と 情 報

教 養 の 社 会

保 健 体 育 総 合

数 学 基 礎 演 習

美 術 Ⅲ

情 報 基 礎

普通教科･科目単位数計 28 23～29 16～27

農
業

総 合 実 習

生 物 活 用

植物バイオテクノロジー

家
庭

子 ど も の 発 達 と 保 育

服 飾 手 芸

服 飾 文 化

食 品

ファッションデザイン

1 1

熱 帯 園 芸

郷
土
文
化

郷 土 芸 術

海 洋 文 化

郷 土 文 化 実 習

八 丈 学 Ⅰ

専 門 教 科 ･ 科 目 単 位 数 計 0

生徒一人当たりの履修単位数計 31 30 27～30

総 合 的 な 探 究 の 時 間 1(1) 1(2) 2

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1

２．令和２年度入学生教育課程表
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【東京都立八丈高等学校】 普通科（令和3年度入学生）

学　　年 ※科目ご

各教科 類　　型 との履修

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 単位総数

4 4(2) 2(1)e 3(1)f 4～9

3 3(1)g 0～3

4 2(2) 2(2) 4

2 2(1)b 2(1)ｊ 0～4

4 3(1)g 0～3

2 3(2) 3

4 5(1)kl 0～5

2 3(2) 3

4 5(1)kl 0～5

2 2(2) 2(1)b 2～4

2 3(2) 3

2 2(1)k 0～2

2 2(1)h 0～2

3 3(3) 3

4 4(2)M 0～4

5 6(1)fg 0～6

2 2(3) 2

2 2(1)c 0～2

2 2(2) 2

2 2(1)o 0～2

4 5(1)kl 0～5

2 2(1)e 0～2

4 4(1)ij 0～4

2 2(1)o 0～2

4 5(1)kl 0～5

7～8 3(3) 2(3) 2(1)d 2(3) 3(1)l 7～12

2 1(2) 1(2) 2

2 2(2)a 0～2

2 2(1)c 0～2

2 3(1)f 0～3

2 2(2)a 0～2

2 2(1)c 0～2

2 3(1)f 0～3

2 2(2)a 0～2

2 2(1)c 0～2

2 3(1)f 0～3

3 3(3) 3

4 3(3) 3

4 3(3) 3

2 2(2) 2

4 2(2)d 2(1)h2(1)i 0～4

2 2(1)b 0～2

家庭 2 2(2) 2

情報 2 2(2) 2

公民 2 2(1)h 0～2

保健体育 3 3(1)g 0～3

4 4(1)M 0～4

2 2(1)j 0～2

3 3(1)g 0～3

2 2(1)h 0～2

2 2(1)b 0～2

2 2(1)d 0～2

芸術 2 3(1)g 0～3

66～83

4～8 2(3)d 2(3)j 0～4

2～4 2(1)e 2(1)h 0～4

2～6 2(1)e 0～2

2～4 2(1)d 0～2

2～6 2(1)i 0～2

2 2(1)i 0～2

2 2(1)k 3(1)l 0～5

2 2(1)j 0～2

2 2(1)i 0～2

2 2(1)k 3(1)l 0～5

2 2(1)h 0～2

2 2(1)e 2(1)j 0～4

農業 2 2(1)i 0～2

2 2(1)b 2(1)i 0～4

2 2(1)j 0～2

2 2(1)k 0～2

八丈学 1 1(1) 1

1～18

4

3

88～91

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

生徒一人当たりの履修単位数計 31 30 27～30

専門教科･科目単位数計 1 0～6 0～11

総合的な探究の時間 1(1) 1(1) 2

熱 帯 園 芸
郷
土
文
化

郷 土 芸 術

海 洋 文 化

郷土文化実習

八 丈 学 Ⅰ

音
楽

音 楽 理 論

演 奏 研 究

ソルフェージュ

美
術

美 術 概 論

素 描

構 成

絵 画

22～28 16～27

農
業

総 合 実 習

生 物 活 用

家
庭

子どもの発達と保育

生 活 と 福 祉
フードデザイ

ン

情
報

情 報 活 用

情 報 基 礎

書 道 実 践

普通教科･科目単位数計 28

家 庭 基 礎

社 会 と 情 報

教 養 の 社 会

保 健 体 育 総 合

数学

数 学 基 礎 演 習

数 学 α

数 学 β

数学看護医療系

外
国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

英 語 会 話

各教科・科目，特別活動及び総合的な学習の時間の週当たりの授業時数配当表

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年

 
国
　
　
語

国 語 総 合

国 語 表 現

現 代 文 Ｂ

古 典 Ａ

古 典 Ｂ

数 学 Ｂ

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

生 物

公
　
民

現 代 社 会

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

 
理
　
　
　
　
　
科

科学と人間生活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅲ

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅲ

書 道 Ⅰ

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

３．令和３年度入学生教育課程表
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【東京都立八丈高等学校】 普通科（令和４年度入学生）

課　程
科

コース

学　　年 ※科目ご

各教科 類　　型 との履修

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 単位総数

2 2(2) 2

2 2(2) 2

4 2(2) 2(2) 4

4 4(1)hi 0～4

4 4(1)lm 0～4

2 2(2) 2

3 4(1)hi 0～4

2 2(2) 2

3 3(1)b 0～3

3 3(1)b 0～3

2 2(2) 2

2 2(1)n 0～2

2 2(2) 2

3 3(3) 3

4 4(2)c 0～4

3 4(1)hi 0～4

2 2(3) 2

2 2(1)e 0～2

2 2(1)j 0～2

2 2(2) 2

2 2(1)d 0～2

4 5(1)no 0～5

2 2(1)g 0～2

4 4(1)lm 0～4

2 2(1)d 0～2

4 5(1)no 0～5

2

4

7～8 3(3) 2(3) 2(3) 7

2 1(2) 1(2) 2

2 2(1)a 0～2

2 2(1)e 0～2

2 2(1)j 0～2

2 2(1)a 0～2

2 2(1)e 0～2

2 2(1)j 0～2

2

2

2

2 2(1)a 0～2

2 2(1)e 0～2

2 2(1)j 0～2

3 3(3) 3

4 4(3) 4

4 4(3) 4

2 2(2) 2

2 2(1)f 0～2

2 2(1)k 0～2

2 2(2) 2

4

2 2(2) 2

2 2(1)k 0～2

理数 2 2(1)j 0～2

2 2(1)e 0～2

2 2(1)g 0～2

2 2(1)m 0～2

5 5(1)no 0～5

5 5(1)no 0～5

2 2(1)j 0～2

2 2(1)k 0～2

2 2(1)k 0～2

4 4(1)c 0～4

2 2(1)i 0～2

2 2(1)m 0～2

2 2(1)j 0～2

理科 2 2(1)l 0～2

2 2(1)f 0～2

3 3(1)o 0～3

3 2(1)i 0～2

芸術 2 2(1)h 0～2

英語 2 2(1)l 0～2

2 2(1)g 0～2

2 2(1)f 0～2

人間と社会 1 1

68～83

2 2(1)l 0～2

2 2(1)m 0～2

2 2(1)k 0～2

2 2(1)n 0～2

3 3(1)o 0～3

2 2(1)k 0～2

2 2(1)n 0～2

2 2(1)ｍ 0～2

3 3(1)o 0～3

2～6 2(1)g 0～2

2～4 2(1)f 0～2

2～6 2(1)l 0～2

2 2（1）g 0～2

2 2（1）f 0～2

2 2（1）l 0～2

2 2（1）k 0～2

2 2（3）m 0～2

郷土文化 2 2(1)m 0～2

八丈学 1 1(1) 1

1～15

4

3

88～91生徒一人当たりの履修単位数計 31 30 27～30

各教科・科目，特別活動及び総合的な学習の時間の週当たりの授業時数配当表

総 合 的 な 探 究 の 時 間 1 1 2

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

海 洋 文 化

八 丈 学 Ⅰ

専門教科 ･科目単位 数計 1 0～4 0～11

農
業

栽 培 と 活 用

栽 培 と 加 工

熱 帯 園 芸

園 芸 と 活 用

園 芸 と 加 工

美
術

基 礎 構 成

美 術 概 論 基 礎

絵 画 基 礎

素 描 基 礎

家
庭

保 育 基 礎

生 活 と 福 祉

フードデザイン

28 24～28 16～27

音
楽

音 楽 理 論 基 礎

ソルフェージュ演習

器 楽 演 習

演 奏 研 究 α

演 奏 研 究 β

英 語 会 話

情
報

情 報 活 用

情 報 基 礎

人 間 と 社 会

共通教科･科目単位数計

自 然 観 察

体
育

体 育 α

体 育 β

保 健 体 育 総 合

書 道 実 践

公
民

政 治 ・ 経 済 演 習

教 養 の 社 会

数学

数 学 基 礎 演 習

数 学 α

数 学 β

共通テスト対策数学

理　　数　　探　　究

国
語

古 典 基 礎

国 語 探 究

古 典 演 習

地
歴

日 本 史 演 習

世 界 史 演 習

地 理 演 習

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

書 道 Ⅲ

外

国

語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸

術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

数 学 Ｃ

理

科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

公

民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数

学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

国

語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

文 学 国 語

論 理 国 語

国 語 表 現

古 典 探 求

学 校 名 東京都立八丈高等学校 全日制
　普通科（令和4年度入学生）
学年：（2）　学級数：（2）

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年

４．令和４年度入学生教育課程表
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１．東京都八丈支庁発行「支庁の風」（抜粋） 

 

●令和４年５月号 

 
●令和４年７月号 

 



－ 81 －

●令和４年９月号 
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２．東京都八丈町役場発行「広報はちじょう」（抜粋） 

 

●令和４年６月号 

 

●令和４年７月号 
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●令和４年８月号 

 

●令和４年 11 月号 

 

●令和５年 1 月号 
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３． Twitter（抜粋） 

https://twitter.com/8jogaku （毎回の授業を地域協働学習実施⽀援員が更新）

●⼋丈学Ⅰ

●⼋丈学Ⅱ
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●⼋丈学Ⅲ 
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22..  学学校校・・地地域域のの体体制制  

八丈高校グランドデザイン 

①目標の実現のために、自主的・主体的に学び続け、自分で道を切り拓ける人物 

②社会の変化に対応できる広い視野をもち、率先して動く自立した人物 

③地域、歴史、自然、産業、伝統文化に対する深い理解をもち、誇りに思える人物 

 

八丈学で育てたい生徒 

① 八丈島に戻ってきて、地域を盛り上げる生徒 

② 八丈島の外から、島の良さを発信する生徒 

 

八丈高校の探究サイクル （共通言語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域協働事業の体制 

 

八丈“やろごん プロジェクト！” 
東京都立八丈高等学校 ～地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）～ 

11..  地地域域ととのの協協働働にによよるる高高等等学学校校教教育育改改革革推推進進事事業業（（地地域域魅魅力力化化型型））ととはは  

平成 30 年 3 月に公示された新しい高等学校学習指導要領を踏まえ，Society 5.0 の社会を地域か

ら分厚く支える人材の育成に向けた教育改革を推進するため，「経済財政運営と改革の基本方針

2018（2018 年 6 月 15 日閣議決定）」や「まち・ひと・しごと創生基本方針 2018（2018 年 6 月 15 日

閣議決定）」に基づき，高等学校が自治体，高等教育機関，産業界等との協働によりコンソーシア

ムを構築し，地域課題の解決等の探究的な学びを実現する取組を推進します。（文部科学省 HP） 

         

授業の様子           令和 3 年度作成フェノロジーカレンダー 

66..  謝謝辞辞  

本事業において、文部科学省初等中等教育局参事官（高等学校担当）付高等学校改革推進

係、東京都教育庁指導部高等学校教育指導課、帝京大学教育学部教育文化学科増渕達夫教

授、運営指導委員として、東京都八丈町教育委員会茂手木清教育長代理、林薫氏、長田商店

長田隆弘氏、製菓やたけ大沢力氏、八丈町内外のコンソーシアムなど、多くの方のご理解・

ご協力があり実施することができた。厚く感謝を申し上げます。 

(2)八丈学Ⅱ（普通科 2 年、総合的な探究の時間 1 単位） 

地域の実態を踏まえたより現実的な探究学習を行い、解決策の提案を行う島民会議を実施

する。１学期には、１年次に行った八丈島に関する基礎的な学びを基に、学びを深めるとと

もに、生徒の主権者意識を高めさせる工夫を行う。２学期には、他県のまちづくりシンポジ

ウム等を参考に地域と学校が一体となって、八丈島の未来について考え、地域課題の解決策

の提案の場として「島民会議」を開催する。３学期には、発表活動及び都内高等学校との交

流を行い、自己理解や地域の特性・課題に気づく力をさらに育成する。 
 

主な活動 

１学期：探究の手法等を用いて、探究テーマの決定。フィールドワーク 

２学期：フィールドワーク、プレ島民会議（中間発表）、島民会議 

３学期：成果発表交流会、プレ個人探究 

      
令和 3 年度島民会議の様子              令和 4 年度島民会議ポスター 

(3)八丈学Ⅲ（普通科 3 年、総合的な探究の時間 1 単位） 

島民会議で出された課題や自己の進路を基に、個別に研究の実験やフィールドワークを行

う。課題の実証や実現の可能性を具体的に検証する。個別探究課題の解決を図ることを通じ

て、自己の生き方や未来を考えることで、当事者意識を醸成し、課題発見・解決能力や将来

設計能力を育成する。 
 

主な活動 

１学期：探究手法、進路から探究テーマの決定、 

中間報告会（併合科と合同） 

２学期：個人探究活動、最終発表 

３学期：研究紀要の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の様子            生徒の研究例 

 
地地域域探探究究  

高校教育改革 

地方創生 Society5.0 

文科省 HP より 

55..  参参考考文文献献・・UURRLL  

(1)文部科学省,地域との協働による高等学校教育改革の推進, 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kaikaku/1407659.htm 

(2)文部科学省,地域との協働による高等学校教育改革推進事業, 

https://www.mext.go.jp/content/2022-0606-mxt_koukou_02-100002275-2.pdf 

気気づづくく  深深めめるる 

伝伝ええるる 

33..  探探究究活活動動のの取取組組  

(1)八丈学Ⅰ（普通科 1 学年、学校設定科目 1 単位） 

自然、歴史、文化、産業に関するレクチャー・フィールドワークを通して、八丈島に関する理解

を深めるとともに、島の価値や課題を見出させるために、探究のサイクルを用いて探究の基礎学習

を行う。また、フェノロジーカレンダーの作成を通して、八丈島の地域課題に気づかせる取組を実

施する。3 学期には、作成したフェノロジーカレンダーを活用して、発表活動及び都内高等学校と

の交流を行い、自己理解や地域の特性・課題に気づく力を育成する。 
 

主な活動 
１学期：八丈島の自然、歴史、文化、産業に関する地域 

の方からの講演・授業補助・フィールドワーク 

２学期：フェノロジーカレンダー作成 

３学期：フェノロジーカレンダー完成、成果発表交流会 

44..  成成果果とと今今後後にに向向けけてて  

(1)成果 

・生徒の主体性が増加した。 

・八丈島の島民としての当事者意識が向上した。 

・進路活動への取り組む時期が早くなった。 

 

(2)課題 

八丈学Ⅰ～Ⅲの各探究活動における課題設定や調査方法など、探究を深めるより一層の工

夫が必要である。 

【八丈学Ⅰ】調べ学習の要素が大きいので、より探究を強める内容にする。 

【八丈学Ⅱ】島民会議に至るまでに、ディスカッション等により課題を深める。 

【八丈学Ⅲ】探究テーマが定まらず、進路活動によりテーマを変更する生徒が複数いた。 

 

(3)今後に向けて 

・全教員が探究活動に関わるカリキュラム作りと定期的な研修・各学年での報告会を実施

する。 

・八丈町全体が地域探究学習に関わる、コンソーシアムを構築する。 

・校内研修を実施し、探究活動や本事業への教員間の共通認識を更に高めていく。 

・地域協働学習実施支援員の定常的な雇用を確保する。 

・八丈支庁、八丈町と連携し、八丈島の小学校、中学校、高校で系統的な探究学習をする。 

４．探究フォーラム（発表資料）
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令令和和２２年年度度指指定定
地地域域ととのの協協働働にによよるる高高等等学学校校教教育育改改革革推推進進事事業業【【地地域域魅魅力力化化型型】】

東京都立八丈高等学校

八丈やろごんプロジェクト～八丈島を支える人材を地域とともに育てる～

当事者意識の醸成と地域貢献
●高校生自身が当事者として八丈島の歴史・文化・産業を理解
●八丈島の価値と課題を発見、提案し、地域開発等の取組を実践

⇒八丈島の大人と子どもの意識の差は
解消されつつある

『島に戻ってきたい』
58％

将来自分の住んでいる
地域に役に立ちたい

72.5％

東京都教育委員会・東京都立八丈高等学校（全日制） 令和４年度 地域との協働による高等学校改革推進事業（地域魅力化型）

学科 １年 ２年 ３年 計

普通科 41 39 40 120

事業対象学科の生徒（2022年4月1日時点）

学科 １年 ２年 ３年 計

普通科 41 39 40 120

併合科
園芸科 5 2 1 8

家政科 3 2 7 12

学校全体の生徒数（2022年4月1日時点）

学校設定教科・科目

八八丈丈学学ⅠⅠ((１１単単位位))
・地域の講師による八丈島の
基礎学習と『フェノロジー
カレンダー』の制作

・都内小中高等学校における
『島外学習』発表

１学年
気づく

総合的な探究の時間

八八丈丈学学ⅢⅢ((１１単単位位))
・２年次の提案をもとにした、
地域開発や起業実践

・『観光甲子園』『マイプロ
ジェクト』等コンテスト応募

・八丈島を支える取組の実践

３学年
伝える

総合的な探究の時間

八八丈丈学学ⅡⅡ((１１単単位位))
・八丈島の「価値」と「課題」
の探究学習

・生徒による課題解決策の提案
・『八丈全島民会議』における
提案の発表

２学年
深める

島外コンソーシアム
【高校入学前の土台】八丈町立小学校・中学校における取組

『八丈言葉』『職場体験』『お魚教室』『海浜清掃』『環境学習』『八丈太鼓』『ショメ節』等

東京都立大学総合研究推進機構
東京都立産業技術大学院

島嶼コミュニティ学会

生徒アンケート結果より

ハワイ大学ヒロ校

南海タイムス

八丈植物公園ビジターセンター

八丈町商工会

東京都八丈支庁

八丈島観光協会

八丈町

リードパークリゾート八丈島（株）

八丈島文化協会

八丈島空港ターミナルビル（株）

東京都教育庁八丈出張所

東海汽船(株)

⾧田商店 製菓やたけ 島内コンソーシアム

ちょんこめ作業所

当事者意識の向上

日本エコツーリズム協会
フェノロジーカレンダー研究会

東京都立芝商業高等学校

東京都立第五商業高等学校

ワイアケア高等学校（ハワイ）

現状１ ※やろごんとは八丈言葉で「やろう」という意味

八丈太鼓よされ会
八丈高校PTA

現状２

移住定住者促進協議会

八丈島エコツアーガイド協会

東京都立立川高等学校

運営指導委員会
八丈町教育委員会東京都教育委員会

カリキュラム開発等専門家
帝京大学教育学部増渕達夫教授

地域協働学習実施支援員

個人コンソーシアム（新規）

八丈町企画財政課

八丈島エコツアーガイド協会

あいがえ企画

①目標の実現のために、自主的・主体的に
学び続け、自分で道を切り拓ける人物

②社会の変化に対応できる広い視野をもち、
率先して動く自立した人物

③地域、歴史、自然、産業、伝統文化に対
する深い理解をもち、誇りに思える人物

八丈高校グランドデザイン

八丈学で育てたい生徒像
①八丈島に戻ってきて、地域を盛り上げる
生徒

②八丈島の外から、島の良さを発信する生
徒

地域協働学習実施支援員の役割
大類由里子（八丈島エコツアーガイド協会）

八丈学Ⅰ（授業開発、地域とのコーディネート）、広報、庶務的事項など
大澤萌（あいがえ企画）

八丈学Ⅱ（授業開発、地域とのコーディネート）、広報、庶務的事項など
佐治渉（八丈町企画財政課）

八丈学Ⅲ （授業開発、地域とのコーディネート） 、学校と役場の関係など

探究サイクル

気づく

深める伝える

八丈学Ⅰ
（学校設定科目、1単位）

八丈学Ⅱ
（総合的な探究の時間、1単位）

八丈学Ⅲ
（総合的な探究の時間、1単位）

気づく 深める 伝える

フェノロジーカレンダー
～八丈島の季節の暦の作成～

島民会議
～八丈島の課題解決策を提案～

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

八丈学Ⅰ

八丈学Ⅱ

八丈学Ⅲ

島民
会議

プレ島
民会議

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

最
終
発
表

フェノロ
ジーカレン
ダー完成コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会

『自分に誇りをもつ』 『当事者意識の醸成』

中
間
発
表

『島を支える力の育成』

個人探究
～八丈島を地域開発する取組の実践～

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会

1 2

3 4

５
．
全
国
サ
ミ
ッ
ト
（
発
表
資
料
）
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成果
視
点 地域協働学習実施支援員 地域(コンソーシアム、八丈町など) 八丈高等学校

地
域
協
働
支
援
員

• 学校のことを地域が理解しやすく
なった。

• 地域の意見を学校が取り入れやす
くなった

• 多世代交流のきっかけとなった。 ・地元である八丈島への理解が深ま
り自己理解にも繋がった。

・他校との交流を通して八丈島の魅
力を再発見できた。

・一部ではあるが教員の八丈島への
理解が深まった。

学
校

・授業（探究活動）に地域の視点を
いれることができた。

・教員が支援員（地域）に相談する
ことができるようになった。

・学校が地域に出やすくなった。

・教員や教育活動に対する理解が増
えた。

・生徒の成⾧を助けてくれるように
なった。

・探究活動等に協力してくれる。

・生徒が自主的に動くようになった。
（部活動、進路実績向上）

・探究活動を教員・生徒ともに楽し
むようになった。

・学校（教員）が地域に関わるよう
になった。

三菱UFJリサーチ&コンサルティング
高校魅力化評価システムアンケート結果

課題
視
点 地域協働学習実施支援員 地域(コンソーシアム、八丈町など) 八丈高等学校
地
域
協
働
支
援
員

・裁量がなく物事を進めるのが
難しい。

・中、⾧期的に関わる地域の方が
限定的。

・教員の負担が大きい。
・情報共有の仕組みが弱い。

学
校

・仕事とコーディネーターの両
立。
・勤務体制（東京都の基準）
・教員との役割分担（八丈学授

業、地域協働業務）

・コンソーシアムによって関わる
団体、関わらない団体がいる。

・八丈学の認知度が低い、または
否定的な意見がある。

・PTAの八丈学への関わりが弱い。
・地域協働事業を継続するための

理解（資金、財源、教育委員会
との体制）が弱い。

・探究性（難しい課題に取り組む）、社会
性（ボランティア等への取り組み）が弱
い。

・普通科・家政科・園芸科の探究活動の関
わりがない。

・全教員が探究活動に関わる。
・探究活動の共通認識、情報共有の方法。
・業務の精選。
・八丈学を中心とした、教科横断的な取組。

三菱UFJリサーチ&コンサルティング
高校魅力化評価システムアンケート結果

今後の展望

生生徒徒・・島島民民・・教教員員がが「「八八丈丈島島」」っっててすすごごいいなな
「「八八丈丈高高校校ででよよかかっったたなな」」とと思思ええるる学学校校ににししたたいい

視
点 地域協働学習実施支援員 地域(コンソーシアム、八丈町な

ど) 八丈高等学校
地
域
協
働
支
援
員

・フレキシブルかつ教員が把握しやすい
勤務形態の確立させるべき。

・人員変更があっても、地域協働が持続
可能なデータベースを作成する。

・地域の方が気軽にかかわっても
らえる仕組み、場作り。（地域交
流スペースなど）

学
校

・さらに職員室の一員になる。
・八丈島の探究学習の専門家になる。
・小学校、中学校、高校を一貫して関わ

る地域協働学習実施支援員になる。

・小学校・中学校・高校の系統的
な八丈島の探究的な学びを実践
する。

・八丈町、コンソーシアムとの体
制をさらに強化。

・PTAが探究活動に参画する。

・八丈学を中心とした学校。
・普通科・家政科・園芸科・定時

制・青鳥特別支援学校八丈分教
室、５つの連携を生かしたキャ
リア教育の推進。

・広報活動（八丈島と東京都全
体）の推進。

ご清聴ありがとうございました。

八丈高校ホームページ（地域協働のページ）
https://www.metro.ed.jp/hachijo-h/news/yarogon/index.html

年間の資料、公な発表について

やろごん！ プロジェクト Twitter
https://mobile.twitter.com/8jogaku

日頃の授業等の活動配信！
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